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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・八戸市保健所管内でインフルエンザ注意報が発令中。各自感染対策を徹底していくこと。
・経過記録の提出の締め切りは、2/8(水)まで。

・2/14（火）8:15～9:00にて、グループホームでの避難訓練実施予定。
・うみねこ幸房より連絡があり、3/3（金）昼食時にさくらもちが提供される予定となる。

・利用者の携帯電話の使用について、プログラム中に着信音が鳴ることが目立ってきている為、デイケア利用中はマナーモードに設定するように伝えていく。
＜グループホーム利用者様情報＞
・古舘　ヨリ　様～血糖測定について、今まで時間回数関係なく行っていたが、今後1日1回昼食前に行っていくこととしている。測定用の針については、デイケアで預かり必要時に本人へ渡していく。数値については、病院受診時に主治医から評価されており、値は安定しているとのこと。
・若松　邦生　様～2月に入ってから沈みがちとのことで、面談を希望したとのこと。その際、自分で立てた目標に疲れるということや、目標が達成できないとしんどくなってしまうとの話しがあり、傾聴している。定期的に同様の訴えが聞かれており、都度同様に対応しているとのこと。また、毎週月曜日にハローワークに行くと話しているが、月曜日はデイケア利用日でもある為、今後の過ごし方について検討していく。
・村上　元道　様～最近自分の考えが書かれたノートを見せることや、眼光の鋭さはなく、落ち着いてきている印象を受けるとのこと。ナイトケアでも同様の様子であり、うみねこ幸房での煙草の件について自分でも振り返り、これからも頑張ると話していたことを情報提供している。
・藤村　翔　様　～青明舎より情報提供があり、空腹により夜間にお菓子や次の日の食事の一部を食べることがあるとのこと。現在体重が減少傾向である為、夕食量の調整等、可能な対応を検討しながら様子観察を行なっていく。
＜青明舎利用者様情報＞
・松川　順子　様～金銭管理に関する不安についての電話が頻回にかかってきている。都度、小遣いの残金は過去分の残金と合わせて保管することや、金銭管理を行なっているあっぷるハートに確認してみるよう伝えて対応。「何でもできなくて駄目だ」等の悲観的な訴えが聞かれることがあるとのこと。また、2/5（日）の定期訪問時に、以前調理の練習をして夕食を少しでも自分で作れるようになるとの目標があった為、生活の遣り繰りを踏まえながら調理を行ってみることを提案すると、拒否している。
・高柳　和子　様～2/1（水）定期訪問を実施している。寝てばかりいると話すが、夜間は良眠とのこと。以前痛みを感じた左肩については、滝沢整形外科を受診し、ロキソニン軟膏が処方された為、塗布して対応していると話している。先日、頓服薬がリスパダールからリスペリドンに変更になり、服用時に頭が痛くなることがあったとのことで、医師に相談するよう促している。

・我満　奈津紀様～2/2（木）定期訪問を実施している。娘様について、2/4（土）まで試験で本人がピリピリしているとのこと。先日の大量服薬以降、同様の様子は無いが、薬が本人管理である為、今後の引っ越しを考え、叔父へも薬の管理について伝えることとしている。
・若松　邦生　様～訪問時、体調があまり良くないとのことで、大きな声を出してしまうことや勉強が疲れてくると話している。グループホームの環境の悪さも話している為、今後勉強が負担になりすぎないように、日中の過ごし方について検討を行なっていく。
・鈴木　知子　様～デイケアになかなか行けておらず、利用者と話ができていないとの電話連絡がある。デイケアスタッフとは会話で来ている為、可能な限りデイケアに来所するよう促しているとのこと。
・中居　美津子様～2/5（日）定期訪問を実施している。部屋は猫の尿臭が相変わらず酷く、ストーブの前には可燃物が置いている為、指導しているとのこと。体調は良くないとのことだが、今月バレンタインデーと母の命日で出費が重なる為、整形外科や歯科に行っていないと話している。また、デイケアについて、支払いをしているお金のことを言われるということや、ナイトケア利用者のストーカーについての不満を話しており、スタッフに相談しているが何もしてくれないと話していたとのこと。青陽館ではお金の話を一切していないこと、ナイトケア利用中にストーカーをされているような様子は無く、本人からストーカーに関連する相談は聞かれたことがないことを情報提供している。
＜利用者様情報＞

デイケア

・下口　政子　様～本人より相談がある。以前デイケアを利用していた田向玲美様からデイケアを使いたいということをスタッフに伝えて欲しいということと、デイケアから連絡が欲しいということを伝えて欲しいとの連絡があり、対応に困っているとのこと。スタッフからデイケア利用は主治医と相談した上で指示があり決まることと、自分からしっかりと相談をして考えるべきであることを伝え、無理に対応をする必要はないことを伝えると「やっぱそうですよね、そうします」と返答。今後も何か困ったことや、不安な事がある際には遠慮せず相談するよう促している。
デイナイトケア

・馬渡　武光　様～青風荘より情報提供があり、週末吉田富秋様のコーラを勝手に盗り、飲んでいた為介入したとのこと。デイナイトケア来所時には上記を気にしている様子は無く、問題行動なく過ごしている。
ナイトケア

・中居　美津子様～先週の金曜日は、ストーカーと話しているナイトケア利用者（八木橋牧雄様）に対し声を掛けることなく、相手から離れた場所でテレビを見たり、ストレッチをして過ごしている。相手が近くを通っても不満や被害的な訴えは聞かれることはなく、終了まで過ごしている。
＜外来情報＞

・田中　一　様　～資格取得や就労の話をしており、年齢や注意力について指摘されて現実を見るようにアドバイスを受けている。収入面でも高望みしているような発言があり、医師より諭されるような会話のやりとりをしている。逆セクハラを受けていると訴えており、相手の問題ではなく自分がどう切り返すかが大事であると言われている。
・若松　健一様　～体重が少し減ったとのこと。幻聴はなく薬も飲めていると話している。

・高阪　博英　様～三沢のデイケアについて、アルコールに関するプログラムがないことから、引き続き青陽館を利用すると話している。

＜事例検討＞

カンファレンスシート（ 田中　一　様 ）

実施日：H29年1月23日（月）13：30～14：00

担当チーム：斎藤、工藤、服部
検討内容　目標・計画の検討

	氏名
	田中　一様
	性別男
	年齢
	54
	生年月日
	Ｓ37.11.1

	主病名
	統合失調症
	合併症
	糖尿病

	治療方針（医師の指示）
	デイナイトケアの利用期間が長くなってきたので、徐々に福祉的就労に移行を検討する。

	本人希望
	ボケ防止程度に福祉的就労に挑戦してみたい。就労する際にはデイナイトケアを週3回利用したい。グループホームにずっといたい。

	家族希望
	なし。

	入院歴
	計　1回（最終：平成13年10月20日～平成14年1月5日）日駒木野病院
　1回目

· 前回：平成20年8月20日～平成20年12月8日（デイケア）

· 今回：平成20年12月9日～現在（デイナイトケア）　　（週5回）

	通所歴
	· 

	その他サービス利用
	青明舎

	住居：グループホーム（あおば）
	家族構成
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茨城にいる瓦吹様が保護者になっている。

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳2級
	障害厚生年金　2級
	自立支援医療費制度　受給中

	備考：医師より福祉的就労への移行の提案があり、本人もいずれは移行したいと考えているが、今は口渇、強迫観念、確認行為がある為、福祉的就労は難しいと話している。服薬が多いため、少なくなってからと思っているとの事。


目標計画の見直し

【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化を防ぎ、適正体重・血圧・血糖値の安定を図る。
	①妄想に左右されず現実検討が出来るようになる。
	①忘薬が無いようにし、妄想がある際は現実と区別出来るようになる。
	①忘れずに服薬し、不安感がある場合はスタッフに相談する。また睡眠を確保できるようになる。スタッフは相談出来る環境を整え、睡眠時間の確認をしていく。

	
	②身体にも気を配り、体重の増減にも気をつける。
	②食生活の改善（栄養バランスの良い食事）と運動時は体を大きく動かす。
	②体重増加防止の為、毎日間食量と朝食内容を報告する。また、運動時には大きく体を動かすようにする。


【検討内容】目標、計画の見直し

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①忘薬が無いようにし、妄想がある際は現実と区別出来るようになる。
	・服薬に関しては忘れることなく継続して服用することが出来ている。

・自覚している精神症状として妄想・強迫観念を挙げている。日によって症状が強く出ることがあるが日常生活面には大きな支障は無く過ごすことが出来ている。

・作業療法の時間に電気工学の勉強をしており特許をしたいとの話が聞かれているが、妄想的とは断定は出来ないがやや非現実的な印象を受ける

・睡眠に関しては、日によって差はあるものの有る程度安定して確保できている。
	服薬について忘薬はないとの事。強迫観念について、無理に直そうとする事で本人が更に固執してしまう可能性があり、生活に支障がないか確認を行い必要時に介入していく。日常生活面に関しての評価を続け安定した生活の維持に向けて介入していく。

	②食生活の改善（間食は控える。）と運動時は体を大きく動かす。
	・本人様より体重に関しての希望が聞かれ標準体重の64kgを目指している。昨年の同時期は78kgだったが、現在は68kgと大きく減量することが出来ている。しかし食事に関しては、間食が多い日やバランスの悪い食事をしている日も多い。運動療法へは継続して参加している。

	継続して今後も随時体重の変化と、運動量を見ながら、助言を行っていく。（計画を継続とする。）　　　　　　　　　　　　　　減量に関しては、痩せたいという思いがあるため、急に体重を減らすのではなく、徐々に減量できるようアドバイスしていく。

	その他
	昨年10月頃から、実家の取り壊し・売り払い作業が有ったが先月全工程が終了している。一段落したためうみねこ工房への就労を再び目指したいとのこと。
	就労への準備を進めて行く。(業務内容への希望、作業能力等の適正を評価。また事業所への見学を進めて行く)


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状悪化を防ぎ、肥満改善し、血圧・血糖値の安定を図る。
	①妄想がある際は、現実検討が出来るようになる。
	①忘薬が無いようにし、妄想がある際は現実と区別出来るようになる。
	①忘れずに服薬し、不安感がある場合はスタッフに相談する。また睡眠を確保できるようになる。スタッフは相談出来る環境を整え、睡眠時間の確認をしていく。

	
	②身体にも気を配り、体重の増減にも気をつける。
	②食生活の改善（間食は控える）と運動時は体を大きく動かす。
	②体重増加防止の為、毎日間食量と朝食内容を報告する。また、運動時には大きく体を動かすようにする。
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